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Seiiti KINOSITA 1966 Thin Section of Frozen Soil. Low Temperature Science， Ser. 

A，24. 

土粒子を含む氷の薄片*

木下誠

(低温科学研究所 凍上学部門)

(昭和 40年 10月受理)

ぬれた地面が，冷たし、空気にさらされるとき，土粒子を多く含む連続した氷柱が，地上に

のび出るり。 このような氷柱の薄片を作って，その微細組織を観察した。ここに簡単に紹介

する。

断面 10x10cm， 高さ 20cmのプラスチックの箱に， よくぬれた粘土(含水比 54%)をつ

め，側面を厚い断熱剤で囲む。 これを低温室内にもちこみ，土の上面を -10
0

Cの冷たい空気

にさらし，下面を十10
0

Cに保つようにした。 一日後に土の表面が 3cmほどもり上っていた。

その 3cmほどのところは， 土粒子が多くまじった氷になっていて，むしろ氷の層を多く含む

凍上土と云ってよいほどであった。この部分を厚さ 1cm，幅3cmほどの塊に金切鋸で切取っ

て，それを薄く削った。その方法は，積雪の薄片を作る方法山と同じであるが，ただ荒削りに

グラインダーを，仕上げの削りに飽を用いた。

その薄片(厚さ 0.5mm)を第 1図の写真 aに示す。幅 1mmほどの黒い粒子が点在してい

るが，これが土の粒子で，上部に密に，下部ほどまばらになっている。叉，たて数 mmにわた

る細長い筋が到るところにみられるが，これが気泡である。写真bはこの薄片の一部中央上部

の拡大写真，叉，写真 cは別に作った水平薄片の拡大写真である。

第 2図に大きな倍率の顕微鏡で拡大してみた写真を示す。 a，b， cとも第 l図の aの薄片

の左上部を拡大したもので，同ーの場所を少しづっ焦点をずらして撮ったものである。 aは薄

片の表面から 0.09mm，bはその下0.105mm， cは更にその下0.27mmに焦点が合っている。

土の粒子 A とBの聞に，点々とつらなるこまかし、粒の列 C(粒の大きさ約6μ)と，細長くの

びる柱 D，E (幅 13，20μ)がみられるが，これらが気泡である。 C，D，Eはそれぞれ写真 b，

a， Cで、だけ焦点が合っているから， この薄片の内部に含まれているものであることが解る。

別にこの試料の水平面の一部に，エッチピットを作ってみたへその写真を第2図の diこ

示す。蝕(象の模様から，氷がほぼ c軸に真角に近い方向にのびたことが解る。

偏光を用いて結晶粒を調べてみると，上下に並ぶ二つの土粒子の聞にはさまれた部分が，

一つの結晶になっていた。叉，ほとんどの気泡が，これら二つの土粒子の聞にはさまれて，

点々と或いは柱状に細長くのびていた。

これらのことを，多くの霜柱や凍上した土について，もっと詳しく調べれば，霜柱や凍上
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第1図 a -1~f\'Î.子を多く合む)Jcの鉛i買薄片 ， 1二1(11の境界が lて
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第2図

a， b， c 第 11/1 aのNjJYのだj二
部の拡大写山 aはNj1i'の上Tiii
から0.09mm下， b は 0.195mm

下， cは 0.27mmの下に焦点が

合っている， A， Bは f:の*{f子，

C， D， Eはう<iiιdrま水予断Tiii
lこffったエッチピット
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の機構を解明する上に役立つことであろう。
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